
(57)【要約】

【課題】処置具の挿抜時に術者等が処置具を支持する必

要がなく、処置具への過度の負荷を抑えて処置具の挿抜

を容易とする内視鏡用処置具挿抜システムを提供するこ

と。

【解決手段】内視鏡８０の鉗子チャンネル２に挿抜可能

な第一生検鉗子（第一の処置具）６８及び第二生検鉗子

（第二の処置具）７０と、第一の生検鉗子６８を鉗子チ

ャンネル２内に送り出し或いは引き戻し可能な第一の挿

抜機構５６Ａと、第二の生検鉗子７０を鉗子チャンネル

２内に送り出し或いは引き戻し可能な第二の挿抜機構５

７Ａと、第一の挿抜機構５６Ａ及び第二の挿抜機構５７

Ａを駆動する一つのモータ（駆動部）１２と、モータ１

２を第一の挿抜機構５６Ａ又は第二の挿抜機構５７Ａの

何れか一つに選択的に係合させる選択機構８１Ａと、を

備えている。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 抜 可 能 な 第 一 の 処 置 具 及 び 第 二 の 処 置 具 と 、
　 前 記 第 一 の 処 置 具 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 送 り 出 し 或 い は 引 き 戻 し 可 能 な 第 一 の 挿 抜
機 構 と 、
　 前 記 第 二 の 処 置 具 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 送 り 出 し 或 い は 引 き 戻 し 可 能 な 第 二 の 挿 抜
機 構 と 、
　 前 記 第 一 の 挿 抜 機 構 及 び 前 記 第 二 の 挿 抜 機 構 を 駆 動 す る 一 つ の 駆 動 部 と 、
　 該 駆 動 部 を 前 記 第 一 の 挿 抜 機 構 又 は 前 記 第 二 の 挿 抜 機 構 の 何 れ か 一 つ に 選 択 的 に 係 合 さ
せ る 選 択 機 構 と 、
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 の 処 置 具 、 前 記 第 二 の 処 置 具 、 前 記 第 一 の 挿 抜 機 構 、 及 び 前 記 第 二 の 挿 抜 機 構
が 配 さ れ た 処 置 具 ユ ニ ッ ト を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置
具 挿 抜 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 選 択 機 構 は 、 前 記 駆 動 部 が 前 記 第 一 の 挿 抜 機 構 又 は 前 記 第 二 の 挿 抜 機 構 の 何 れ か 一
つ に 係 合 可 能 に 旋 回 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 部 が 、 前 記 内 視 鏡 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡
用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 視 鏡 に 接 続 さ れ る 光 源 装 置 に は 、 前 記 駆 動 部 の 動 力 源 が 内 蔵 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 内 視 鏡 の 操 作 部 に は 、 前 記 駆 動 部 の 動 力 源 が 内 蔵 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 駆 動 部 が 、 モ ー タ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具
挿 抜 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 鉗 子 、 カ テ ー テ ル 、 高
周 波 ナ イ フ 等 の 処 置 具 を 自 動 的 に 挿 入 ・ 抜 去 す る た め の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 鉗 子 等 の 処 置 具 を 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 す る 場 合 に は 、
術 者 が 自 ら の 手 で 処 置 具 を 保 持 し な が ら 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 し て い る 。 し か し な が ら 、
例 え ば 、 大 腸 用 の 内 視 鏡 で は 、 そ の 全 長 が ２ ｍ も あ る た め 、 処 置 具 の 挿 入 作 業 に 手 間 が か
か り 、 生 検 等 の 処 置 作 業 が 極 め て 面 倒 で あ っ た 。
　 そ こ で こ の 手 間 を 軽 減 す る た め 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 入 口 か ら 挿 入 さ れ た 処 置 具 を 挿 抜 す
る 挿 抜 装 置 を 配 し た 内 視 鏡 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
　 ま た 、 複 数 の 処 置 具 を 個 別 の 収 納 部 に 収 納 保 持 し 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 対 し て 挿
抜 す る 挿 抜 手 段 と 処 置 具 先 端 に 配 さ れ た 処 置 部 の 動 作 手 段 と を 備 え た 挿 抜 装 置 が 提 案 さ れ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ７ － １ １ ７ ８ ２ ３ 号 公 報 　 （ 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ０ ７ 号 公 報 　 （ 第 １ 、 ３ 、 ６ 、 ７ 図 ）
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 係 る 処 置 具 挿 抜 装 置 付 の 内 視 鏡 で は 、 挿 抜 装 置 が 処 置
具 を 挿 抜 す る 間 、 術 者 等 が 処 置 具 挿 入 口 か ら 外 に 出 て い る 処 置 具 の 基 部 を 保 持 し て 支 え て
い な け れ ば な ら な い 。
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 係 る 挿 抜 装 置 は 大 掛 か り で あ り 、 第 ３ 図 に 示 さ れ る 処 置 具 ケ ー
ス は モ ー タ が 埋 設 さ れ て お り 複 雑 で 高 価 で あ る 。 ま た 、 第 ６ 図 及 び 第 ７ 図 に 示 さ れ る 挿 抜
ユ ニ ッ ト は 、 複 数 の 処 置 具 の 挿 入 部 が 露 出 さ れ て お り 、 内 視 鏡 を 移 動 す る と 処 置 具 の 挿 入
部 が 揺 動 し て 煩 わ し か っ た 。 さ ら に 、 第 ７ 図 に 示 す よ う に 開 閉 ユ ニ ッ ト が 配 設 さ れ て い る
の で 、 処 置 具 を 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 す る に 従 っ て 挿 入 す る 力 が 処 置 具 の 操 作 部 に 加 わ り
、 処 置 具 に 過 度 な 力 が か か る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で 、 処 置 具 の 挿 抜 時 に 術 者 等 が 処 置 具 を 支 持
す る 必 要 が な く 、 処 置 具 へ の 過 度 の 負 荷 を 抑 え て 処 置 具 の 挿 抜 を 容 易 と し 、 か つ 、 処 置 具
が コ ン パ ク ト で 安 価 な 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム は 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 抜 可 能 な 第
一 の 処 置 具 及 び 第 二 の 処 置 具 と 、 前 記 第 一 の 処 置 具 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 送 り 出 し 或
い は 引 き 戻 し 可 能 な 第 一 の 挿 抜 機 構 と 、 前 記 第 二 の 処 置 具 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 送 り
出 し 或 い は 引 き 戻 し 可 能 な 第 二 の 挿 抜 機 構 と 、 前 記 第 一 の 挿 抜 機 構 及 び 前 記 第 二 の 挿 抜 機
構 を 駆 動 す る 一 つ の 駆 動 部 と 、 該 駆 動 部 を 前 記 第 一 の 挿 抜 機 構 又 は 前 記 第 二 の 挿 抜 機 構 の
何 れ か 一 つ に 選 択 的 に 係 合 さ せ る 選 択 機 構 と 、 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 一 つ の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 、 一 つ の 駆 動 部 を 備 え る 内 視 鏡 で あ っ て も 、 ２ つ の
処 置 具 を 容 易 に 挿 抜 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 何 れ か 一 つ の 処 置 具 を 選 択 し て 挿 抜 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 挿 抜 の 際 に 手 で 支 持 す る 必 要 が な く 、 手 動 操 作 に 伴 う 処 置 具 へ の 過
剰 な 負 荷 が か か る 可 能 性 を よ り 低 減 す る こ と が で き 、 処 置 具 の 挿 抜 を 容 易 に 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 第 一 の 処 置 具 、 前 記 第
二 の 処 置 具 、 前 記 第 一 の 挿 抜 機 構 、 及 び 前 記 第 二 の 挿 抜 機 構 が 配 さ れ た 処 置 具 ユ ニ ッ ト を
備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 選 択 機 構 は 、 前 記 駆 動
部 が 前 記 第 一 の 挿 抜 機 構 又 は 前 記 第 二 の 挿 抜 機 構 の 何 れ か 一 つ に 係 合 可 能 に 旋 回 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 駆 動 部 が 、 前 記 内 視 鏡
に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 駆 動 部 が 動 力 源 を 備 え
、 該 動 力 源 が 前 記 内 視 鏡 に 接 続 さ れ る 光 源 装 置 に 内 蔵 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 駆 動 部 が 動 力 源 を 備 え
、 該 動 力 源 が 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に 内 蔵 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 駆 動 部 が 、 モ ー タ を 備
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え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム に よ れ ば 、 処 置 具 ユ ニ ッ ト が 内 視 鏡
に 係 合 さ れ て い る の で 、 処 置 具 の 挿 抜 時 に 処 置 具 を 支 え る 必 要 が な く 、 処 置 具 の ダ メ ー ジ
も 受 け ず 、 処 置 具 の 挿 抜 を 容 易 に し て 、 か つ 、 コ ン パ ク ト で 安 価 に 作 成 す る こ と が で き る
。 ま た 、 内 視 鏡 を 操 作 す る 術 者 等 が 処 置 具 の 操 作 も 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム ５ ３ は 、 処 置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ を 備 え て い
る 。
　 処 置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ は 、 第 一 の 挿 抜 機 構 ５ ６ Ａ 、 第 二 の 挿 抜 機 構 ５ ７ Ａ 、 及 び こ れ ら を
収 納 す る カ セ ッ ト ５ ８ を 備 え て い る 。 第 一 の 挿 抜 機 構 ５ ６ Ａ は 、 ボ ビ ン ５ ６ を 備 え 、 第 二
の 挿 抜 機 構 ５ ７ Ａ は 、 ボ ビ ン ５ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 カ セ ッ ト ５ ８ は 、 仕 切 り ６ ０ に よ っ て 隔 離 さ れ た ２ つ の 室 ６ １ 、 ６ ２ を 備 え て い る 。 ボ
ビ ン ５ ６ 、 ５ ７ は 、 仕 切 り ６ ０ に 形 成 さ れ て 各 室 ６ １ 、 ６ ２ の 内 側 に 突 出 さ れ た 室 凸 部 ６
７ に 回 転 可 能 に そ れ ぞ れ 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ボ ビ ン ５ ６ ， ５ ７ は 、 一 端 に 大 外 径 部 ５ ６ ａ ， ５ ７ ａ が 設 け ら れ 、 他 端 に 小 外 径 部 ５ ６
ｂ 、 ５ ７ ｂ が 設 け ら れ 、 両 者 の 間 に 小 外 径 部 ５ ６ ｂ 、 ５ ７ ｂ よ り も 小 さ い 外 径 で 形 成 さ れ
た 巻 取 り 部 ５ ６ ｃ 、 ５ ７ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
　 大 外 径 部 ５ ６ ａ 、 ５ ７ ａ の 周 縁 に は 、 内 周 面 に 凹 凸 状 に 形 成 さ れ た 歯 ５ ６ ｄ 、 ５ ７ ｄ が
全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。
　 歯 ５ ６ ｄ 、 ５ ７ ｄ は 互 い に 対 向 し て 配 さ れ て お り 、 各 巻 取 り 部 ５ ６ ｃ 、 ５ ７ ｃ に は 、 処
置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ が 備 え る 第 一 生 検 鉗 子 （ 第 一 の 処 置 具 ） ６ ８ 及 び 第 二 生 検 鉗 子 （ 第 二 の
処 置 具 ） ７ ０ の そ れ ぞ れ が 有 す る 挿 入 部 ７ １ 、 ７ ２ が 、 相 互 に 逆 方 向 に 巻 回 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 挿 入 部 ７ １ 、 ７ ２ の 先 端 近 傍 は 、 カ セ ッ ト ５ ８ の 下 部 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ た ロ ー ラ ー
７ ３ 、 ７ ５ に よ っ て 、 カ セ ッ ト ５ ８ の 下 方 に 接 続 さ れ た 処 置 具 出 入 口 ７ ６ に 向 か っ て 配 さ
れ て い る 。 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ 及 び 第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ に お け る 挿 入 部 ７ １ 、 ７ ２ の 基 端 に 接
続 さ れ た 鉗 子 操 作 部 ３ ７ は 、 ス ラ イ ダ ３ ７ ａ を 備 え て お り 、 ボ ビ ン ５ ６ 、 ５ ７ の 小 外 径 部
５ ６ ｂ 、 ５ ７ ｂ の 側 面 に 、 カ セ ッ ト ５ ８ を 貫 通 し て 外 部 に 露 出 さ れ た 状 態 で 埋 設 さ れ る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 処 置 具 出 入 口 ７ ６ に は 、 内 部 に カ セ ッ ト ５ ８ の 仕 切 り ６ ０ か ら 延 び る 分 離 体 ７ ７ が 配 設
さ れ 、 室 ６ １ 、 ６ ２ の 出 口 ６ １ ａ 、 ６ ２ ａ が 分 離 体 ７ ７ の 下 方 で 合 流 し て い る 。
　 カ セ ッ ト ５ ８ の 上 方 に は 溝 ７ ８ が 形 成 さ れ 、 溝 ７ ８ の 側 面 ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ は 、 歯 ５ ６ ｄ
、 ５ ７ ｄ の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 放 状 態 と さ れ て い る 。
　 ま た 、 溝 ７ ８ に は モ ー タ 旋 回 孔 ７ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム ５ ３ の 処 置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ が 係 合 さ れ る 内 視 鏡 ８ ０ は 、 処
置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ と 係 合 可 能 に 配 さ れ た モ ー タ （ 駆 動 部 ） １ ２ を 支 持 す る 係 合 部 ８ １ が 配
さ れ た 操 作 部 ８ ２ を 備 え て い る 。 操 作 部 ８ ２ に は 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ２ と 連 通 さ れ た 鉗 子 口 １
０ が 設 け ら れ 、 鉗 子 口 １ ０ か ら 処 置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ が 配 置 可 能 な 距 離 を 離 間 し た 上 方 に 係
合 部 ８ １ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 係 合 部 ８ １ に は 、 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ 又 は 第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ の 何 れ か 一 方 を 選 択 し て
挿 抜 す る 選 択 機 構 ８ １ Ａ が 配 さ れ て い る 。 選 択 機 構 ８ １ Ａ は 、 モ ー タ １ ２ と 、 モ ー タ １ ２
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の 回 転 軸 １ ２ ａ と 、 鉗 子 口 １ ０ の 軸 線 上 に モ ー タ １ ２ を 回 動 自 在 に 枢 支 す る ピ ン ８ ３ と 、
モ ー タ １ ２ 端 部 に 設 け ら れ た 取 っ 手 ８ ５ と 、 第 一 の 挿 抜 機 構 ５ ６ Ａ の 歯 ５ ６ ｄ 及 び 第 二 の
挿 抜 機 構 ５ ７ Ａ の 歯 ５ ７ ｄ と そ れ ぞ れ 噛 合 可 能 と さ れ て モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 １ ２ ａ の 先 端
に 設 け ら れ た モ ー タ ギ ア ８ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 操 作 部 ８ ２ は 、 内 視 鏡 ８ ０ に 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 １ ３ と ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド １ ５ を 介
し て 接 続 さ れ て お り 、 モ ー タ １ ２ は 、 光 源 装 置 １ ３ 内 に 設 け ら れ た モ ー タ 駆 動 電 源 （ 動 力
源 ） １ ６ と ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド １ ５ 内 の 配 線 １ ７ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 モ ー タ
駆 動 電 源 は 、 操 作 部 内 に 内 蔵 さ れ る 電 池 等 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 操 作 部 ８ ２ に は 、 例 え ば 、 モ ー タ １ ２ を 右 に 回 転 、 或 い は 停 止 さ せ る 第 １ の ス イ
ッ チ １ ８ と 、 モ ー タ １ ２ を 左 に 回 転 、 或 い は 停 止 さ せ る 第 ２ の ス イ ッ チ ２ ０ と が 設 け ら れ
て い る 。 各 ス イ ッ チ １ ８ 、 ２ ０ は 、 押 し 込 ん だ 状 態 で Ｏ Ｎ と な っ て そ れ ぞ れ の 方 向 に モ ー
タ を 回 転 さ せ 、 離 す と 停 止 状 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム ５ ３ の 操 作 方 法 に つ い て 説 明 す る
。
　 内 視 鏡 ８ ０ を 体 腔 内 に 挿 入 し た 後 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 処 置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ の 処 置 具 出
入 口 ７ ６ を 鉗 子 口 １ ０ に 取 り 付 け る と と も に 、 モ ー タ １ ２ の モ ー タ ギ ア ８ ６ を 処 置 具 ユ ニ
ッ ト ５ ５ の モ ー タ 旋 回 孔 ７ ９ に 挿 入 す る 。 こ れ に よ っ て 図 ５ （ ａ ） の よ う に 処 置 具 ユ ニ ッ
ト ５ ５ が 内 視 鏡 ８ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ を 使 用 す る 場 合 、 選 択 機 構 ８ １ Ａ で
あ る モ ー タ １ ２ の 取 っ 手 ８ ５ を 操 作 し て 右 に 傾 け る と 、 モ ー タ １ ２ は ピ ン ８ ３ の 周 り で 旋
回 し 、 モ ー タ ギ ア ８ ６ が 、 処 置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ の 一 方 の ボ ビ ン ５ ６ の 歯 ５ ６ ｄ に 噛 合 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の と き 、 内 視 鏡 ８ ０ の 第 １ の ス イ ッ チ １ ８ を 押 す と 、 モ ー タ １ ２ が 例 え ば 、 右 に 回 転
し 、 モ ー タ ギ ア ８ ６ が 歯 ５ ６ ｄ に 回 転 を 伝 え 、 こ れ を 介 し て ボ ビ ン ５ ６ が 図 ５ （ ａ ） 上 で
右 回 り に 回 転 す る 。 こ れ に よ り 、 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ が 内 視 鏡 ８ ０ の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ２ に 挿
入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 内 視 鏡 ８ ０ で 観 察 し な が ら 、 適 切 な 位 置 に な っ た ら 内 視 鏡 ８ ０ の 第 １ の ス イ ッ チ １ ８ を
離 し て モ ー タ １ ２ の 回 転 を 停 止 し て 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ の 移 動 を 停 止 す る 。 第 一 生 検 鉗 子 ６
８ を 開 閉 操 作 す る 際 に は 、 ボ ビ ン ５ ６ か ら 鉗 子 操 作 部 ３ ７ を 取 り 出 し て 操 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ を 抜 去 す る 場 合 は 、 内 視 鏡 ８ ０ の 第 ２ の ス イ ッ チ ２ ０ を 押 し て モ ー タ
１ ２ を 逆 （ 左 ） に 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 ボ ビ ン ５ ６ を 挿 入 時 と は 逆 に 回 転 さ せ る こ と
に よ っ て 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ の 挿 入 部 ７ １ を ボ ビ ン ５ ６ に 巻 取 り 、 内 視 鏡 ８ ０ の 鉗 子 チ ャ ン
ネ ル ２ か ら 抜 去 さ れ た と こ ろ で 第 ２ の ス イ ッ チ ２ ０ を 離 し て モ ー タ １ ２ を 止 め る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ を 挿 入 す る 。 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 選 択 機 構 ８ １ Ａ の モ ー
タ １ ２ の 取 っ 手 ８ ５ を 操 作 し て 左 に 傾 け る と 、 モ ー タ １ ２ は ピ ン ８ ３ 周 り で 旋 回 し 、 モ ー
タ ギ ア ８ ６ が 処 置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ の も う 一 方 の ボ ビ ン ５ ７ の 歯 ５ ７ ｄ に 噛 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 際 、 内 視 鏡 ８ ０ の 第 １ の ス イ ッ チ １ ８ を 押 す と 、 モ ー タ １ ２ が 例 え ば 右 に 回 転 し 、
モ ー タ ギ ア ８ ６ が 歯 ５ ７ ｄ に 回 転 を 伝 え 、 こ れ を 介 し て ボ ビ ン ５ ７ が 図 ５ （ ｂ ） 上 で 左 に
回 転 す る 。 こ れ に よ っ て 第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ が 内 視 鏡 ８ ０ の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 内 視 鏡 ８ ０ で 観 察 し 、 第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ が 適 切 な 位 置 に な っ た と き に 内 視 鏡 ８ ０ の 第 １
の ス イ ッ チ １ ８ を 離 し て モ ー タ １ ２ の 回 転 を 停 止 し 、 第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ の 移 動 を 止 め る 。
第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ の 操 作 は 、 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ と 同 様 で あ る 。
　 第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ を 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ２ か ら 抜 去 す る 場 合 は 、 第 一 生 検 鉗 子 ６ ８ と 同 様 、
第 二 生 検 鉗 子 ７ ０ が 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ２ か ら 抜 去 さ れ た と こ ろ で モ ー タ １ ２ を 中 央 に 動 か し
て 処 置 具 ユ ニ ッ ト ５ ５ を 内 視 鏡 ８ ０ か ら 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム ５ ３ に よ れ ば 、 ２ つ の 処 置 具 を １ つ の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル
に 選 択 的 に 、 か つ 、 容 易 に 挿 抜 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 何 れ か 一 つ の 処 置 具 を 選 択 し
て 挿 抜 す る こ と が で き る 。 ま た 、 挿 抜 の 際 に 手 で 支 持 す る 必 要 が な く 、 手 動 操 作 に 伴 う 処
置 具 へ の 過 剰 な 負 荷 が か か る 可 能 性 を よ り 低 減 す る こ と が で き 、 処 置 具 の 挿 抜 を 容 易 に 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 処 置 具 ユ ニ ッ ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 処 置 具 ユ ニ ッ ト を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の （ ａ ） Ｇ － Ｇ 、 （ ｂ ） Ｈ － Ｈ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム の 操 作 方 法 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 処 置 具 ユ ニ ッ ト の 操 作 時 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
２ 　 鉗 子 チ ャ ン ネ ル
１ ０ 　 鉗 子 口
１ ２ 　 モ ー タ （ 駆 動 部 ）
１ ３ 　 光 源 装 置
１ ６ 　 モ ー タ 駆 動 電 源 （ 動 力 源 ）
５ ３ 　 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム
５ ５ 　 処 置 具 ユ ニ ッ ト
５ ６ 、 ５ ７ 　 ボ ビ ン
５ ６ Ａ 　 第 一 の 挿 抜 機 構
５ ７ Ａ 　 第 二 の 挿 抜 機 構
６ ８ 　 第 一 生 検 鉗 子 （ 第 一 の 処 置 具 ）
７ ０ 　 第 二 生 検 鉗 子 （ 第 二 の 処 置 具 ）
８ １ Ａ 　 選 択 機 構
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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而不需要操作者在插入时支撑工具。治疗工具的提取程序。 
ŽSOLUTION：该系统配备有第一活检钳（第一治疗工具）68和第二活
检钳（第二治疗工具）70，其能够在内窥镜80的镊子通道2中执行插入和
拔出，第一次插入和拔出机构56A能够在钳子通道2中发送和抽出第一活
检钳子68，第二插入和拔出机构57A能够在钳子通道2中发送和抽出第二
活检钳子70，一个马达（驱动部件）12驱动第一插入和抽出机构56A和
第二插入和抽出机构57A，以及选择机构81A，其选择性地使马达12与第
一插入和抽出机构56A或第二插入和抽出机构57A中的一个接合。 Ž
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